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みなみの魅力情報
イベント情報、最近の話題、災害時の警報・避難所など、美波町の情報を発信しています。
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「ないのなら、自分たちの手で作ればい
い」。そんな力強い言葉とともに、美波
町の未来を動かそうとしているご夫婦が
います。移住5年目の清水さん夫妻が
道の駅にオープンした「杜

もり
と波
なみ
の間
あいだ
」。

そこで提供される一杯のエスプレッソと
地元素材のお菓子には、美波町が「持
続可能なまち」であり続けるための、切
実で温かな決意が凝縮されていました。

由梨 さん

清水　伸彦 さん

■ まちが成り立つための、経済の循環を	
　5年前、東京から美波町へ移住した清水さん夫妻。きっか
けは、幼少期から縁のあった自然体験施設「ホタル村」を継
いでほしいという相談でした。平日はテレワーク、週末はキャ
ンプ場を運営する生活の中で見えてきたのは、美波町の豊か
な素材が持つ可能性でした。	

　「海も山もあり、素晴らしい特産品がある。でも、それが
まだ十分に知られていない事実は衝撃でした。自分たちもこ
の土地が気に入って好きになっているからこそ、ここがずっと
あるためには経済的な循環が必要だと感じています。」

　自分たちにできることとして、今年1月、道の駅にエスプレッ
ソと焼き菓子の店「杜

もり
と波
なみ
の間
あいだ
」をオープン。阿波晩茶やわ

かめ、椎茸、赤松の味噌など、地元の素材を用いたお菓子
を通じ、まち全体が連動する仕組みを大切にしています。

■ 人と人を繋ぐ「ハブ」として、まちの魅力を広げる	
　今、お店は多様な人々が交差する「ハブ」になりつつあ
ります。「地元の人、観光客、いろんな人が繋がるのが楽
しい。ここで会話が生まれることで『あそこが良いですよ』
と他の場所へ足を運ぶきっかけになり、美波町内での滞在
時間が増えていく。それはすごくいいことだなと感じていま
す」。単なる休憩所だった道の駅が、今ではまちの新しい魅
力を発信する拠点となっています。

■ 子どもたちが誇れる故郷を、持続させるために	
　清水さん夫婦が描く未来には、次世代への確かな想いがあります。「ゴールは、美波町が自動的に発展し、子どもたち
の生まれ故郷がなくなったり、寂しい地域にならないようにすること。そのために、観光や移住のきっかけを作りたい。な
いんだったら、自分たちで作ればいい」。	

　自分たちが愛する美波町を、子どもたちの代まで繋いでいきたい。そんな清水さん夫妻の活動は、お店という枠を超
えてまち全体に新しい風を吹き込んでいます。地域の魅力を発掘し、挑戦を続けるお二人の歩みにこれからも注目です。


